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天
皇
陛
下
が
何
故
、
稲
作
神
事

を
行
っ
て
い
る
の
か
、
何
故
豊
葦

原
瑞
穂
の
国
な
の
か
、
古
事
記
や

日
本
書
紀
を
し
っ
か
り
学
ん
で
こ

な
か
っ
た
。
戦
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領

軍
に
よ
る
神
道
指
令
や
天
皇
の
人

間
宣
言
の
意
味
、
東
京
裁
判
に
お

け
る
「
平
和
に
対
す
る
罪
」「
人

道
に
対
す
る
罪
」
の
意
味
は
、
60

年
以
上
生
き
て
初
め
て
多
少
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
が
「
日
本
文
明
」

を
世
界
の
文
明
の
一
つ
に
位
置
づ

け
る
意
味
を
多
少
分
か
る
よ
う
に

な
っ
た
。
戦
後
70
年
間
で
日
本
社
会

は
西
欧
文
明
の
仕
組
み
と
価
値
観

だ
け
で
動
い
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
押
し
付
け
政
策
と
言
う

つ
も
り
は
無
い
が
、
戦
後
の
日
本
人

は
何
の
疑
問
も
抱
か
ず
、
経
済
成
長

一
本
槍
で
き
た
こ
と
も
事
実
だ
。

　

文
明
と
い
う
と
遺
跡
を
思
い
浮

か
べ
る
が
、
西
欧
文
明
の
価
値
観

で
考
え
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。
日

今回訪れた「道の駅」に関するアンケート 『道の駅に関するアンケート』回答用紙
Ｑ１．あなたが今回訪れてこの新聞を入手した「道の駅」名をお答え

　下さい。

　a)（　　　　　） 県　　b)（ 駅名　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ２．今回、当「道の駅」にどなたと一緒にいらっしゃいましたか？

　また、ご自分を含めて何人でいらっしゃいましたか？

　①一人で ②家族と (　　　人 ) ③友人と (　　　人 ) 

　④仕事仲間と (　　　人 ) ⑤その他 (　　　人 )

Ｑ３．当「道の駅」までの交通手段と所要時間をお書き下さい。

　交通手段： ①マイカー ②公共交通機関 ③徒歩

  ④その他〔所要時間：　　分〕

Ｑ４．今回、当「道の駅」を訪れた目的をお答え下さい。（複数可）

　①観光旅行中 ( 日帰りを含む ) の立ち寄り　②仕事中の立ち寄り

　③観光の目的地として　④日常の買い物

　⑤当「道の駅」開催イベントへの参加

　⑥地元の地域交流活動への参加　⑦その他（　　）

Ｑ５．当「道の駅」で、気に入られた点は何ですか？（複数可）よろ

　しければ（　）内に具体的にお書き下さい。

　①職員の対応（　　）②設備（　　　）

　③地元の人との関わり方（　　　　）④販売商品（　　　）

　⑤その他（　　　　　）

Ｑ６．当「道の駅」で、どのような点を改善すべきと思われますか？

　（複数可）　よろしければ（　）内に具体的にお書き下さい。

　①職員の対応（　　　　）②設備（　　　　　）

　③地元の人との関わり方（　　　　　　　）

　④販売商品（　　　　　）⑤その他（　　　　　　　）

Ｑ１：a)（　　　　　） 県　　b)（ 駅名　　　　　　　　　　　）
Ｑ２：①　②（　　人）　③ （　　人） ④ （　　人）⑤（　　人）
Ｑ３：①　　　②　　　③　　　④　　　〔　　　　　分〕
Ｑ４：①　　②　　③　　④　　　⑤　　⑥　　⑦（　　　　）
Ｑ５：①（                                                                    ）
　　　②（                                                                    ）
　　　③（                                                                     ）
　　　④（                                                                     ）
　　　⑤（                                                                     ）
Ｑ６：①（                                                                    ）
　　　②（                                                                    ）
　　　③（                                                                     ）
　　　④（                                                                     ）
　　　⑤（                                                                     ）
フリガナ　：　　　　　　　　　　　　
お　名　前：　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締
切は平成 28 年 1 月 31 日。
宛先は、〒 102-0075 東京
都千代田区三番町７－１朝
日三番町プラザ　ＮＰＯ法
人 人と道研究会

ご回答方法

本
以
外
の
小
麦
と
灌
漑
に
よ
る
文

明
は
石
造
り
だ
が
、
縄
文
文
明
は

狩
猟
採
取
と
稲
作
の
文
明
で
木
造

で
あ
り
、
遺
跡
は
殆
ど
残
っ
て
い

な
い
。文
明
と
は
遺
跡
で
は
な
く
、

そ
の
時
代
そ
の
地
域
の
暮
ら
し
そ

の
も
の
で
あ
り
、
石
造
り
の
遺
跡

の
有
無
で
は
無
い
。

　

稲
作
文
明
は
長
江
中
流
域
に
始

ま
り
、
そ
こ
に
も
石
造
り
の
遺
跡

は
な
い
。
そ
の
祭
祀
と
日
本
の
祭

祀
に
は
共
通
点
が
多
い
。
中
国
と

災害時、道の駅と DMAT 医療の連携こそ

岩手医科大学医学部　災害医学講座特命助教
　藤原弘之

　

日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（D

isaster 
M

edical A
ssistan

ce T
eam

）

は
、
災
害
時
に
一
人
で
も
多
く
の
命

を
助
け
る
た
め
２
０
０
５
年
に
発
足

し
た
組
織
で
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
教
訓
か
ら
、
医
師
が
災
害
現
場

で
医
療
を
行
う
必
要
性
が
認
識
さ
れ

ま
し
た
。
全
国
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
指
定
医

療
機
関
に
勤
め
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
災
害
発
生
時
に

は
全
国
１
万
人
近
い
登
録
者
の
中
か

ら
派
遣
さ
れ
る
医
療
チ
ー
ム
が
活
動

し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
際
は
、
岩
手
県

に
も
発
災
直
後
か
ら
19
日
間
で
約
１

３
０
チ
ー
ム
が
被
災
地
支
援
の
た

め
、
全
国
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
場
合
に
、
特
に
重
要
な
こ
と

は
、
交
通
機
関
や
通
信
網
が
寸
断
さ

れ
た
被
災
地
で
、
出
来
る
だ
け
速
や

か
に
必
要
な
場
所
に
医
療
チ
ー
ム
を

配
備
す
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
被
災
地
が
ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
か
を
正
確
に
把
握

す
る
必
要
が
あ
り
「
情
報
」
が
と
て

も
重
要
で
す
。
私
自
身
、
東
日
本
大

震
災
時
に
は
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
一
員
と

し
て
、
全
く
情
報
が
得
ら
れ
な
い

被
災
エ
リ
ア
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

行
き
、
現
地
情
報
収
集
を
し
た
経

験
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
と
き
ほ
ど
情
報
の
重
要
性

を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、
災
害
時
の

通
信
網
整
備
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

を
検
討
す
る
た
め
、
衛
星
通
信

の
大
手
、
ス
カ
パ
ー
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｔ

と
の
共
同
研
究
も
開
始
し
ま
し

た
。

■
お
知
ら
せ

　「
道
の
駅
へ
の
期
待
」
は
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
道
の
駅
に
対
し
、「
わ
が
社
は
道
の

駅
で
こ
ん
な
事
業
を
展
開
し
た
い
」「
道
の
駅
を
こ
ん
な
風
に
使
っ
て
は
」
な
ど
の
ア
ピ

ー
ル
を
、
主
に
企
業
や
各
種
団
体
な
ど
に
提
案
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
そ
の
会
社

な
ど
を
代
表
し
て
、“
個
人
”
の
考
え
を
ベ
ー
ス
に
持
論
を
展
開
し
て
も
ら
い
ま
す
。
掲

載
希
望
の
会
社
や
団
体
は
、
本
紙
編
集
部
（info@

route-press21st.jp

）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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道
の
駅
は
、
災
害
時
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ッ
ク
活
動
の
拠
点
の
一
つ
と
考

え
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
資
材
・

人
材
・
情
報
の
集
積
地
と
な
る
こ

と
で
、
被
災
拠
点
へ
の
速
や
か
な

資
材
・
人
材
配
備
を
実
現
し
、
私

た
ち
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
、
よ
り
多

く
の
命
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
環
境
整
備
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
、
今
後
さ
ら
に
道
の
駅
と
医

療
の
連
携
が
進
む
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

の
対
話
も
そ
の
共
通
点
か
ら
始
め

れ
ば
、
外
交
問
題
も
先
鋭
化
し
な

い
で
あ
ろ
う
。

　

食
料
生
産
と
し
て
の
稲
作
や
麦

作
の
発
展
が
定
住
を
生
み
、
豊
作

を
祈
願
す
る
祭
祀
か
ら
神
が
生
ま

れ
、
そ
れ
が
そ
の
時
代
の
暮
ら
し

と
な
り
文
明
と
な
る
。
そ
の
文
明

の
証
人
と
し
て
田
ん
ぼ
の
生
き
も

の
が
い
る
。
今
回
の
新
嘗
祭
が
、

日
本
人
が
日
本
文
明
を
考
え
る
入

り
口
に
な
る
よ
う
願
う
。

新
嘗
祭
が
日
本
文
明
考
え
る
入
り
口
に

大和路へぐり
瀬戸貴所長

　古くから平群谷と呼ばれる山間地に

奈良県平群町平等寺 75-1
国道 168 号　TEL.0745-45-8511

位置し、夏秋季小菊の生産量日本一を誇り、県
新品種いちご「古都華」の生産量県内最大規模
の町で、「くまがしステーション」の愛称で親し
まれる道の駅。直営のレストランでは、地の利
を活かした野菜たっぷりのランチが大人気です。

区界高原
在原光明駅長

　雄大な山々に囲まれ四季折々の自然

岩手県宮古市区界 2-434-2
国道 106 号　TEL.0193-77-2266

を肌で感じることが出来る高原道の駅。施設内に
はそば工房があり、製粉・製麺をしたそばを提供
しており、ファーストフードでは紫蘇りんごソフ
トが人気です。売店では地元加工の漬物や地元産
原料を使用したかりんとうを販売しています。

しりうち
大野幸孝駅長

　青函トンネルの出入口に近い道の駅。

北海道知内町湯の里 48-13
国道 228 号　TEL.01392-6-2270

敷地内で発見された土壙（どこう）は旧石器時代
の日本最古の墓とみられ、出土品が国の重要文化
財に指定されています。演歌歌手・北島三郎の出
身地でもあり、物産館では町の特産品である１次
産品や水産加工品等を販売しています。


